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恵泉フェロシップ
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Keisen Fellowship

　いつもご支援をいただき、心から感謝いたします。
皆様のご支援は、様々な困難の中、恵泉女学園の使
命を力を尽くして担う一同への大きな励ましとなっ
ています。創立当初から河井道先生を支えた「維持会」
以来、学園は多くの皆様のご寄付に支えられてきま
した。
　「フェロシップ」は、世の中では「仲間、親睦、協力、
特別会員」等の意味で使われています。けれどもキ
リスト教の世界では、深い含意を持つ「信仰者の交
わり」を表す言葉です。「フェロシップ」にあたる聖
書の言葉は「コイノニア」です。新約聖書の原語で
あるギリシャ語で、普通「交わり」と訳される言葉
です。その基本的な意味は「共有すること」です。
使徒言行録の初代教会の姿を見ると、彼らが喜びを
もって「フェロシップ」を共にしていたことが、本
質的に大切な要素として記されています。「彼らは、
使徒の教え、相互の交わり、パンを裂くこと、祈る
ことに熱心であった」（ 2 章42節）。
　彼らが喜びをもって共有していたのは何だったの
でしょうか。集まり、歓談し、楽しい時を共にして
いたということでしょうか。もちろん、できる時に
はそうしていたでしょう。しかし、そうできない時
にも、彼らは「フェロシップ（コイノニア）の喜び」
を深めていたのです。
　「喜びの手紙」として知られる「フィリピの信徒へ
の手紙」には、「コイノニア」と関連語が 5 回出てき
ます。それを見ると、本当の「フェロシップ」が、
私たちが普通思うよりもはるかに深い世界を持って

いることを教えられて心を動かされます。文脈によっ
て訳語は色々です。以下に列挙します。① 1 章 5 節「福
音にあずかっている」。これは、人と全世界を本当の
姿に活かす神の使信、私たちで言えば、恵泉女学園
が担う、全ての人が活かされて共に喜んでいる平和
な世界の前進に貢献する人を育てる使命に、共に参
加していることです。② 1 章 7 節「共に恵みにあず
かる者」。河井先生は、”No one can make a spring. 
It is a gift from the Creator.”（誰も泉をつくること
はできない。それは創造主からの賜物である）と書
きました。その賜物（恵み）を共に汲み続けて生き
るのが私たちです。③ 2 章 1 節「“霊”による交わり」。
これは私たちの「フェロシップ」が、単に人間の次
元の交わりでなく、聖霊による神的次元の深みで結
ばれていることを教えています。④ 3 章10節「（キリ
ストの）苦しみにあずかって」。平和な世界を築く働
きには、多くの苦しみが伴うでしょう。それを率先
して担うのはキリストですが、私たちも賜物に応じ
て参加して用いられる所に、真の生き甲斐は味わわ
れるのです。私たちの苦難は孤立せず、共有される
のです。⑤ 4 章14節「あなたがたは、よくわたしと
苦しみを共にしてくれました」。学園創設以来、こう
言われる人たちが、河井先生の周囲に常に大勢いて、
先生の困難な働きを、喜びをもって支えていたこと
を思います。
　私たちが、恵泉女学園の大切な労苦を共有するこ
とで、聖書が伝える真の「フェロシップ（コイノニア）
の喜び」を、ますます深めてゆくことを願っています。

＊ フェロシップ（コイノニア）の喜び	 学園長　廣瀨　薫

＊ 2023年度募金テーマ ＊ 2023年度募金テーマ

　恵泉フェロシップでは、毎年度募金テーマを定め
て、募金活動を行っています。
　2023年度の募金テーマは、右記のとおりです。毎
年度お納めいただいている会費は、恵泉フェロシッ
プ常任委員会にて募金テーマに配分させていただい
ております。いずれかの募金テーマへの使途を指定
したご寄付も受け付けております。振込用紙ご利用
で連絡欄にその旨の記載があるご寄付は、指定寄付
としてお受けしております。インターネットを利用
したクレジットカードによるご寄付や、古本募金も
受け付けております。
（https://keisenjogakuen.jp/donation/）

①大学生涯就業力教育のために
②大学障がい学生支援のために
③大学恵泉地域言語活動研究会のために
④大学国際交流・英語教育プログラムのために
⑤大学多摩キャンパス整備のために
⑥中高園芸教育のために
⑦中高芸術活動のために
⑧中高国際交流プログラムのために
⑨中高ICT教育推進のために
⑩奨学金のために（中高・大学）
⑪学園史料室のために
⑫花と平和のミュージアムのために

（2022年 4月 1日～ 2023年 3月31日）
　2022年度の「恵泉フェロシップ」への会費及びご寄付（入
学時の特別寄付金は除く）をいただいた方は下記のとお
りです。

会員・寄付者等ご芳名（敬称略、五十音順）
【賛助会員】　（89件　1,290,000円）
東玲子　安藤和子　石岡美典子　井上泰江　今永よしみ
植木照代　植木奈美　植松睦子　宇佐節子　鵜﨑創
浦川道太郎　江口井子　遠藤和子　大久保有香　大村羊紀
小笠原千恵子　岡村里子　奥村敦子　奥山裕子　加藤範之
金井伊津子　金子充千子　兼子（ＦＥＧＡＮ）立子
加納悦子　鴨田幸子　河崎國子　河村英子　菅野洋子
岸川弘　栗山由樹　小石英子 児玉喜久　後藤紀恵　齊木春霞
斎田圭子　齊藤雅子　斎藤良子　佐々木綾子　塩谷早夏
重見美和子　島文子　島田治夫　末光操　須田則子
須藤智子　高澤美津子　滝島陽子　武紀代子　竹中隆子
武仲豊子　田村博　丹澤美佐子　徳久俊彦　中野昭子
中山身知子　西尾尚子　西村悟郎　西村登代子　西本慶子
野木虔一　野間はるな　羽田和子　林信子　平林泉子
廣瀬薫　福原時子　藤野早苗　藤巻惠子　船田啓子
古谷久仁子　増岡朋之　町田のり子　松井知子　松平秀久
水永武光　宮下万里　本山早苗　森木良子　森田晃一
八木國雄　矢次竜　山口八恵　吉田道子　吉田ゆりか
利川槙子　和田悠子
匿名 3 件

【協力会員】　（49件　257,900円）
青木映里子　荒井裕子　壹岐陽子　池田眞理子　一柳裕子
稲葉敦子　遠藤多美子　大倉玲子　大橋正明　小川美保子
香月正子　加藤久美子　金子秀子　河合啓子　小山紀子
鷺晶子　櫻井克子　重松慶子　嶋田永子　白石美江
水津牧子　杉本淳子　鈴木伸子　田代洋子　土屋弘美
筒井淳子　東方和子　戸澤真子　鳥飼豊子　内藤美佐子
中野文子　中村伊都子　中村香織　那須史子　仁平元子
廣瀬一枝　藤田祥江　藤野清規　藤野悦子　帆足咲子
細萱惇子　三角美津子　光村みどり　宮崎恭子　宮崎幸雄
森崎茂子　山下香澄　山田幸代　山田宏子　山本和子
山本玲子　吉見雅映

【フレンズ会員】　（38件　118,200円）
荒井重彦　池田園子　岩井溢子　岩崎英美子　宇野佳純
海老沼茂　岡美紀子　小川敦子　川合朋音　木村裕子
楠瀬純子　小堀陽菜　近藤翠　佐藤千恵子　佐原史枝
清水良一　杉浦幸江　杉野圭子　髙橋須賀子　田付茉莉子
玉村由美子　津谷仁子　鶴田真帆　寺西広子　東島昌子
永井和代　西村絵美　西山順子　半田能子　平林道子
広瀬智恵子　広瀬陽子　堀込久里子　松下優子　丸地芙美子
丸山正子　村田充子　森喜世子

【終身会員】　（ 5件　2,000,000円）
Agnes美智子　小田眞実子　柴野信子　大工原孝
村上いづみ
＊前年度までの登録終身会員
青木順子　秋口佳穂　秋葉征恵　秋山憲兄　浅井久美
浅間春彦　安達静代　網野ゆき子　荒井献　有馬扶佐子
安齋紘子　石井摩耶子　石川直子　石川瑞枝　石綿光子
市瀬由美　一色尚次　一色義子　伊藤元子　稲葉治樹
井上寛子　今橋宣子　入江篤子　岩村純子　岩村太郎
上野陽子　浮田隆介　内田幸子　内海愛子　宇野典子
梅澤ふみ子　浦田伸子　大口邦雄　大倉愛子　大蔵浩之
大山綱夫　大崎桂介・好子　岡野静江　沖野佳子
越智さやか　小野淳子　風間文子　梶原信夫　片野枝美子
加藤英明　金井五男・弓子　金子博　川田殖　神田照子
菊地牧恵　吉川百合子　木村恵子　木村利人　小池敬子
幸田三郎　木暮道子　児玉寿　斎藤ふみ　佐伯幸雄　
坂西千鶴子　桜田悠子　佐藤雅子　佐波裕子　澤茂夫
島崎英子　鈴木信子　鈴木文雄　曽根順子　高橋直子
武野萬里子　谷口稔　田部浩子　長清子　塚本康子
堤一郎　東ケ崎文子　遠山一行　遠山慶子　冨澤千代子
中川都子　長阪朱美　長沢道子　長島たみ　中西ナオミ
中道八重子　中道景子　中山洋司　那須恵子　西島黎
西村弘・登代子　蓮見博昭　長谷部郁子　花島光男
濱田和恵　林愛子　坂東澄子　樋口孝子　平澤綾子
平手千ゑ子　深谷佐紀子　福原楢江　藤田裕子　古谷圭一
堀越恵子　松井弘子　松居正子　松浦基之　松木教彰
松下倶子　Dorward真理　三宅泰子　宗雪雅幸
村上喜美子　Mossはつみ　森久保政司　森田武夫
森山浩二　森山倭文子　矢尾板安　山口美智子　山口淑子
山﨑和子　山崎正氣　山田陽子　山本俊樹　横溝海子
横村武宣　吉川俊子　吉馴明子　乗浩子　渡辺友子
渡辺敏　渡部康子　Ruby Korver　匿名 3 件
【終身会員の任意寄付】　（17件　3,255,000円）
Agnes美智子　安達静代　石川直子　内海愛子
大崎好子　大山綱夫　越智さやか　加藤英明　金井弓子
桜田悠子　佐藤雅子　曽根順子　塚本康子　西島黎
坂東澄子　Dorward真理　匿名 1 件

【任意寄付】　（27件　4,421,703円）
2020年度卒業チアリーディングﾞ部保護者一同
伊勢原キャンパスお別れ会来場者　稲葉敦子　宇賀ゆり
加藤英明　北川貴英　草間美也子　恵泉会（ 3 件）
恵泉会友の会　恵泉女学園同窓会　高校15回有志　
嵯峨野（株）古本募金きしゃぽん　杉山敦　杉山智子
杉山圭以子　武山恵子　田野貴俊　東京Ⅱゾンタクラブ
中山由美　仁科裕史　朴憲郁　廣瀬一枝　松尾香苗
宮田英男　山﨑利恵　Douglas Dorward

※　下線は、ご逝去の報を頂戴しました会員の方々です。

「恵泉フェロシップ」会費納入者及び寄付者名簿

恵泉フェロシップ会報 第41号
	 発行日	 2023年 7 月24日
	 発行	 学校法人恵泉女学園
	 編集	 恵泉フェロシップ事務局

156-8520 東京都世田谷区船橋 5-8-1
Tel:03-3303-2111　Fax:03-3303-2323

会費・寄付金のお振込み先は下記のとおりです。
　振込先名義	 学校法人 恵泉女学園
　ゆうちょ銀行	 00160-4-20588
　三菱UFJ銀行世田谷支店	 （普）0881964
　三井住友銀行経堂支店	 (普)5237180
　インターネット（クレジットカード）からのご寄付
　https://keisenjogakuen.jp/donation/#fellow
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　恵泉フェロシップ会員の皆様にも、大学学生募集
停止の決定に今なおさまざまな思いを抱かれている
方がおられることと存じます。そのような中にあっ
ても、変わらず祈りに覚え、お支えいただいており
ますことに、まずは心より感謝申し上げます。
　多摩キャンパスでは例年以上の祈りをもって、教
育活動を進めさせていただいているところです。今
春の入学生をはじめとしたすべての在学生が、大学
ならではの環境の中で、学生らしい時間を豊かに過
ごせるようにと願っております。そのために今年度
も、自分の人生に向き合っていく姿勢を養う生涯就
業力教育に力を尽くし、恵泉フェロシップのお志を
学修継続の一助となる奨学金運用、海外研修等の国
際交流プログラムや地域貢献活動の充実、障がい学
生たちのための情報保障、安心して心地よく過ごせ
るキャンパス設備管理・整備に充てさせていただき
ます。
　ただ、学生たちの課外活動が充実したものになる
には、例年通りというわけにはいきません。伴走・
牽引していく力が多く必要となってまいります。そ
こに広く卒業生の皆様のご協力をいただきたく、「恵
泉TAMAサポーターズ」を立ち上げました。中高・
短大・大学・大学院いずれの部門の卒業にかかわらず、
在学生たちのためにお力を貸してくださる方々をお
待ちしております。「恵泉」の学生、卒業生、保証人、
会員の皆様のつながりが、地を潤す泉になりますよ

うにとの願いとともに、在学生たちの希望や誇りに
つながることも期待しています。
　この数年は新型コロナの影響で、ご家族であって
も自由にキャンパスを訪れていただく機会がほとん
どありませんでした。今後は、在学生保証人・ご家族、
卒業生、学園関係の皆様にご訪問いただける機会を
設けてまいります。また、今年度の「卒業後25年リ
ユニオンin多摩」から、短大・大学・大学院の卒業生
の皆様を複数学年でご招待させていただくことにな
りました。スプリングフォーラムと恵泉祭にあわせ
てお招きしていく予定です。
　大学は、過去を思い、よりよき未来につながる現
在を大切にしていくことを繰り返して、最後の年ま
でたしかに歩みを進め、学生たちを送り出していか
なければなりません。会員の皆様には、学生たちの
学修生活・課外活動のために、大学教員・職員の働
きのために、いっそうのお祈りと励ましをいただけ
ますようお願い申し上げます。

� （恵泉TAMAサポーターズ登録QRコード）
�

大学事務局次長　野間田　せつ子

大学の2023年度事業計画について

　会員の皆様には、日頃より学園の教育活動にご理
解とご支援をいただいておりますこと、心より感謝
申し上げます。
　中高では201名の新入生を迎え、2023年度をスター
トさせることができました。長かったコロナ禍もよ
うやく明け、通常の学校生活を取り戻しつつありま
す。過去の行事の見直しも図りながら、2023年度は
さらに充実した、時代に見合う教育活動を展開して
まいります。
　中高では、「聖書・国際・園芸」を教育の柱に据え、
これからの時代に求められる主体性・多様性・協働
性を育んでおります。ここ数年、海外留学等は中止
を余儀なくされていましたが、2023年 1 月にはオー
ストラリアへの 3 か月間の中期留学を再開し、また
3 月末には、近隣アジア諸国との交流としてシンガ
ポール訪問研修を実施いたしました。2023年度は近
隣アジア諸国との交流プログラムの一層の充実を図
るとともに、社会状況の変化に応じて交流方法を工
夫しながら様々なプログラムによる国際・平和教育
のさらなる発展を図ってまいります。
　課外サイエンスアドベンチャーや探究実験、サイ
エンスデー等、生徒の理系教科への興味を引き出す
取り組みを続ける中、2023年春の進路では理系大学
への進学者を増加させることができました。今後も

理系・文系を問わず、講演会や大学訪問等、様々な
機会を通じて生徒自身が多様な分野への進学の可能
性を見出すよう支援していきます。それに対応する
ため教員の教育能力を高め、また高大連携の学びを
拡充してまいります。
　フェロシップより支援をいただき 5 年をかけて進
めておりました校舎空調設備の更新が2022年度で終
了いたしました。これに代わり、2023年度からは世
田谷キャンパスのネットワーク環境の更新工事を行
います。今やICT教育環境の整備・充実は学校にとっ
て最重要課題となっております。将来も見据え、最
適な環境を整備してまいります。
　学園創立100周年事業としてのフェロシップホール
の建て替えについても具体的な企画立案の準備を進
めます。学園の理念を具現化しシンボルとなるべき
ホールの建築を目指してまいります。
　ロシアによるウクライナ侵攻も 1 年以上経過して
も終わりが見えず、世界平和の理想が遠く感じられ
る今、平和実現のために尽力する人を育てる恵泉女
学園の使命を再認識しております。時代に対応した
より良い教育を継続していくことができますように、
今後とも変わらぬご支援をお願い申し上げます。

� 中高事務長　滝島　陽子

中高の2023年度事業計画について

　2022年 2 月のウクライナ侵攻が収まらない中で2022年
度が始まりました。恵泉女学園はその理念の中心として、

「真に平和な世界を創り出す」という使命を掲げており、
この理念の大切さを深く心に刻みながら活動してきまし
た。
　夏場のコロナ感染拡大が収まるまでは、感染症予防の
ために行事などでは慎重な対応が求められましたが、そ
の後徐々に従来のやり方に近づけることができるように
試みてまいりました。国際交流関係や学外プログラムも
再開しました。学内でもマスクの着用・換気への配慮を
続けながらですが、恵泉デー等の行事への参加人数抑制
の緩和により、キャンパスの活気も回復してきたように
感じます。
　これらの活動をより安心して実施していくために、世
田谷キャンパスで実施してきました空調設備の全面更新
を完了することができたことは、大きな感謝です。多摩
キャンパスでも、チャペルや教室棟の空調や安全設備の
更新を進めることができました。その他、毎年設定させ
ていただいております国際・園芸・芸術などの各テーマ
に対応する事業は、恵泉女学園の特色ある教育の維持に
大変役立っております。

　社会全体での物価上昇の折ですが、恵泉女学園をお支
えくださっている皆様からは今までと変わらぬご支援を
いただきました。毎年会費としてお支えいただいている
方々からは昨年を上回るご寄付をいただき、今年度は大
口のご寄付も賜わり、恵泉フェロシップ全体としまして
は、1,357万円のご寄付をいただきました。心より感謝申
し上げます。お預かりしました寄付につきましては、以
下「2022年度寄付金配分状況」に記載しましたとおり、
学生・生徒の学びを支えるため、またこれからの教育研
究活動充実のための事業に活用させていただきました。
　2022年度を終えるにあたり、2023年 3 月に恵泉女学園
大学の学生募集停止という苦渋の決断をし、皆様にお伝
えいたしましたことにつきましては多大なるご心配と、
あるいは失望をもって受け止められたことと存じます。
これまでお支えいただいてきた皆様に対しましては、心
よりお詫び申し上げます。ですが、この決断は今後も恵
泉女学園の教育理念が社会に求められるものであること
を確信し、継続していくためのものであると考えていま
す。これからの活動にも皆様のご力添えを必要としてお
りますので、変わらぬご支援を賜りますようお願い申し
上げます。

＊ 2022年度活動報告 ＊　　　	 恵泉フェロシップ事務局

奨学金のために 113 万円 （大学 恵泉会他からの使途指定分）
奨学金のために 113 万円 （中高 恵泉会他からの使途指定分）
生涯就業力教育のために 150 万円 （大学）
国際交流・英語教育プログラムのために 50 万円 （大学）
恵泉地域言語活動研究会のために 25 万円 （大学 東京Ⅱゾンタクラブからの使途指定）
障がい学生支援のために 25 万円 （大学）
多摩学生環境整備のために 200 万円 （恵泉会からの使途指定 他）
蓼科ガーデンのために 7.3 万円 （指定寄付）
中高園芸教育のために 50 万円
中高芸術活動のために 100 万円 （課外活動補助）
国際交流プログラムのために 50 万円 （中高）
ICT教育推進のために 100 万円 （中高）
校舎空調設備更新のために 100 万円 （中高）
学園史料室のために 100 万円
花と平和のミュージアムのために 250 万円

合　　　計 1,433.3 万円

　2022度の恵泉フェロシップの特定資産は、恵泉フェ
ロシップ対象事業として上記の1,433.3万円の実施に
伴い、2022年度にいただいたご寄付等13,569,803円を
用い、また特定資産より763,197円を取り崩しました。
この結果、恵泉フェロシップ特定資産の残高は右の
とおりとなりました。

《恵泉フェロシップ特定資産残高》
2021年度残高 72,355,422 円
2022年度特定資産の取崩 763,197 円
2022年度残高 71,592,225 円

＊ 2022年度寄付金配分状況 ＊
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　恵泉フェロシップ会員の皆様にも、大学学生募集
停止の決定に今なおさまざまな思いを抱かれている
方がおられることと存じます。そのような中にあっ
ても、変わらず祈りに覚え、お支えいただいており
ますことに、まずは心より感謝申し上げます。
　多摩キャンパスでは例年以上の祈りをもって、教
育活動を進めさせていただいているところです。今
春の入学生をはじめとしたすべての在学生が、大学
ならではの環境の中で、学生らしい時間を豊かに過
ごせるようにと願っております。そのために今年度
も、自分の人生に向き合っていく姿勢を養う生涯就
業力教育に力を尽くし、恵泉フェロシップのお志を
学修継続の一助となる奨学金運用、海外研修等の国
際交流プログラムや地域貢献活動の充実、障がい学
生たちのための情報保障、安心して心地よく過ごせ
るキャンパス設備管理・整備に充てさせていただき
ます。
　ただ、学生たちの課外活動が充実したものになる
には、例年通りというわけにはいきません。伴走・
牽引していく力が多く必要となってまいります。そ
こに広く卒業生の皆様のご協力をいただきたく、「恵
泉TAMAサポーターズ」を立ち上げました。中高・
短大・大学・大学院いずれの部門の卒業にかかわらず、
在学生たちのためにお力を貸してくださる方々をお
待ちしております。「恵泉」の学生、卒業生、保証人、
会員の皆様のつながりが、地を潤す泉になりますよ

うにとの願いとともに、在学生たちの希望や誇りに
つながることも期待しています。
　この数年は新型コロナの影響で、ご家族であって
も自由にキャンパスを訪れていただく機会がほとん
どありませんでした。今後は、在学生保証人・ご家族、
卒業生、学園関係の皆様にご訪問いただける機会を
設けてまいります。また、今年度の「卒業後25年リ
ユニオンin多摩」から、短大・大学・大学院の卒業生
の皆様を複数学年でご招待させていただくことにな
りました。スプリングフォーラムと恵泉祭にあわせ
てお招きしていく予定です。
　大学は、過去を思い、よりよき未来につながる現
在を大切にしていくことを繰り返して、最後の年ま
でたしかに歩みを進め、学生たちを送り出していか
なければなりません。会員の皆様には、学生たちの
学修生活・課外活動のために、大学教員・職員の働
きのために、いっそうのお祈りと励ましをいただけ
ますようお願い申し上げます。

� （恵泉TAMAサポーターズ登録QRコード）
�

大学事務局次長　野間田　せつ子

大学の2023年度事業計画について

　会員の皆様には、日頃より学園の教育活動にご理
解とご支援をいただいておりますこと、心より感謝
申し上げます。
　中高では201名の新入生を迎え、2023年度をスター
トさせることができました。長かったコロナ禍もよ
うやく明け、通常の学校生活を取り戻しつつありま
す。過去の行事の見直しも図りながら、2023年度は
さらに充実した、時代に見合う教育活動を展開して
まいります。
　中高では、「聖書・国際・園芸」を教育の柱に据え、
これからの時代に求められる主体性・多様性・協働
性を育んでおります。ここ数年、海外留学等は中止
を余儀なくされていましたが、2023年 1 月にはオー
ストラリアへの 3 か月間の中期留学を再開し、また
3 月末には、近隣アジア諸国との交流としてシンガ
ポール訪問研修を実施いたしました。2023年度は近
隣アジア諸国との交流プログラムの一層の充実を図
るとともに、社会状況の変化に応じて交流方法を工
夫しながら様々なプログラムによる国際・平和教育
のさらなる発展を図ってまいります。
　課外サイエンスアドベンチャーや探究実験、サイ
エンスデー等、生徒の理系教科への興味を引き出す
取り組みを続ける中、2023年春の進路では理系大学
への進学者を増加させることができました。今後も

理系・文系を問わず、講演会や大学訪問等、様々な
機会を通じて生徒自身が多様な分野への進学の可能
性を見出すよう支援していきます。それに対応する
ため教員の教育能力を高め、また高大連携の学びを
拡充してまいります。
　フェロシップより支援をいただき 5 年をかけて進
めておりました校舎空調設備の更新が2022年度で終
了いたしました。これに代わり、2023年度からは世
田谷キャンパスのネットワーク環境の更新工事を行
います。今やICT教育環境の整備・充実は学校にとっ
て最重要課題となっております。将来も見据え、最
適な環境を整備してまいります。
　学園創立100周年事業としてのフェロシップホール
の建て替えについても具体的な企画立案の準備を進
めます。学園の理念を具現化しシンボルとなるべき
ホールの建築を目指してまいります。
　ロシアによるウクライナ侵攻も 1 年以上経過して
も終わりが見えず、世界平和の理想が遠く感じられ
る今、平和実現のために尽力する人を育てる恵泉女
学園の使命を再認識しております。時代に対応した
より良い教育を継続していくことができますように、
今後とも変わらぬご支援をお願い申し上げます。
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